石狩市公立小中学校事務職員第３２回（今年度第１回）学校間連携会議議案
２０１２年５月１１日（金）１４：００～
於：市庁舎４０２号会議室
１　議長挨拶

２　経過報告

３月１９日　　第３１回連携会議

３月１３日
保護者向け事務だよりアップ（樽川中）
４月１５日
日刊連携会議９４号（学校事務説明会の質問事項について）
３　２０１２年度役員体制の確認　～　別紙１

４　２０１１年度の反省と２０１２年度の具体的取り組みについて　～　別紙２
５　各グループ活動計画について　～　別紙３
　　※研究グループについては当日提案となります。
６　「平成２５年度　石狩市教育予算要望書」に向けた具体的作業について　～　別紙４
７　実践交流

８　連絡事項
　

（１）会議日程等の連絡方法について
①連携会議に関する連絡・資料提出等は原則として電子メールを利用します。そのため、各人が　自席のＰＣからメールを利用できるような環境整備をしてください。

方法１：学校メールアドレスを利用する場合は、自席の事務用ＰＣから学校宛メールを見ることが出来るよう設定する。

※導入方法は　http://irenkei.sub.jp/nikkan/nikkan82.pdf　を参照ください。

方法２：yahooやgoogleなどのエウブサイトからフリーメールのメールアドレスを取得する。
　　設定方法が分からない場合は、事務局までご連絡ください。

②以上の様な方法で連携会議からの連絡を受けるアドレスを事務局まで報告してください。

　※会議案内や議案は原則として学校アドレス宛てに送信します。
③連携会議のメールアドレスは、colore3216@gmail.com です。送信はこのアドレスにお願いします。
（２）ホームページの活用について

①会議案内や会議資料については連携会議ホームページに掲載するので、いつでも確認することができます。ホームページアドレスはhttp://irenkei.sub.jpです。
②ホームページの中の「会員のページ」に入るのにはパスワードが必要です。IDはirenkei、パスワードは******です。
③ホームページには掲示板も設置しています。掲示板のパスワードはjohrtvvです。

（３）スカイプの導入について

　現在有志においてスカイプの導入実験を行っています。簡易な連絡についてはＥメールよりはるかに即時性が高く便利なうえ、ヘッドセットを使えば複数による同時無料通話が可能です。連携会議として出来るだけ普及させたいと考えますので、是非導入をご検討ください。
※導入方法は　会員のページに掲載してあります。
＜別紙１＞‘12年度連携会議役員体制
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※事務局次長については昨年度まで欠員だったが、市内の事務職員の人数も増えたので設置することとしたい。（規約上は加配校の事務職員があたることとなっている）
※上記の他石狩市公立小中学校事務職員協議会三役（会長・事務局長・事務局次長）をもって役員会を構成する。
＜別紙２＞２０１１年度の反省と２０１２年度の具体的取り組みについて
１．２０１１年度のとりくみ反省について

　　２０１１年度のとりくみについては、第３１回連携会議において「２０１１年度活動の反省意見集約について」提案し、各校から意見をいただいた。
２．各校よりだされた意見と事務局見解

（１）各校の意見

	事務局や各グループの依頼による調査の負担度合いはどうでしたか。
	□かなり負担であった。　

□やや負担、あるいは内容によっては負担だった（２）
□それほど負担ではなかった（４）

	具体的に、どのような調査が負担でしたか。（できれば理由も）

	・繁忙期に調査が集中した時期があったと思う。


	２０１１年のとりくみで、成果を感じられた事項は何でしたか。（できれば理由も）
	・修学旅行費用調査・「提言１１」（自分の提案の不足部分について考えさせられました）
・二次集会への参加が高など意識の高まりがみられたと思います。

	２０１１年のとりくみで、あまり成果を感じられなかった事項は何ですか。（できれば理由も）

	・旅行的行事の拝観料等の自己負担の状況→修学旅行調査（当初の目的をはずれ、各学校の集計をするだけになったように思う。では具体的にどうしていくのかという話にはなっていないのではないか。日刊連携会議には載っているが・・・）

	来年度、更に力を入れるべき事項や新しくとりくむべき事項はありますか。（できれば理由も）
	・過去の提言に関する再検討、再確認。
・今年度の課題を継続した方がよいと思います。

	来年度、廃止または縮小すべきとりくみはありますか。（できれば理由も）

	

	その他、一年間の活動で気づいた点などありましたら、自由に記入してください。

	・調査→交流は良いと思うが、要望するものと提言するものを分けていった方がよいと思う。結果（可でも否でも）が出ないものはやる気がなくなって行くと思う。
・例えば修学旅行の調査に関しては教員の自己負担軽減の改善から話が始まったが、そちらの改善がすすまないまま、保護者からの徴収改善にすすんでしまっている感がある。改めてひとつひとつの課題解決をすすめていった方がいいのではないかと思いました。


（２）事務局見解
①調査の負担については、回答数が少ないが一応「それほど負担ではない」が多かったので安心している。しかし、繁忙期を避けるような配慮は必要と考える。
②旅行行事における引率教員の自己負担問題については、いくつか指摘の通り、今後具体的にどのように行動するかが課題である。そこで事務局案として次のように考えるので検討されたい。
　ア）旅費請求対象外経費については調査ができたので、この結果を予算要望に盛り込む。その場合は想定される経費区分が市配当予算にない（道立学校では使用料などで手当てしている）ため、予算要望委員会での議論も必要になると思われる。
　イ）予算要望員会の各校共通要望として採用してもらうようはたらきかける。

　ウ）提言2012に盛り込む。
　
３．２０１２年度の具体的とりくみ
（１）学校財政と学校事務の状況調査
　　　①決算予算調査及び学校徴収金調査については継続して行う。また、可能な限り各学校における提案方法や提案内容についても資料化を検討する。
②学校徴収金調査については、学校財政全体との関係に注目し、公費負担増額と保護者負担軽減につながる調査とし、予算要望委資料にも反映されるものとするよう検討する。

③学校事務運営計画における「二本立て運営計画」の状況の交流をはじめとして、学校事務労働の現状を明らかにするとりくみを行う。

※決算予算調査については、数字の結果だけでなく、提案方法や提案内容に踏み込んで各校の状況を分析します。また、調査した結果を各学校のとりくみに活用できるような資料化を目指します。学校徴収金調査については、校内とりまとめの状況や、申し合わせ事項の有無などもあわせて調査します。
（２）調査活動の分析にもとづく提言
　これまでと同様のとりくみ手順で提言に向けた活動をすすめる。ただし、既に提言を行った事項についても、制度や状況の変化がないか点検し、必要に応じて提言内容の更新を行う。※提言内容については、日常実践のうえでの課題に基づくものを中心に、各校の意見を収集　しながら決定します。
（３）予算要望について
　石教振事務部会の委託により、予算要望資料作成を行う。資料内容の検討は調査研修グループ会議の議論を経て、連携事務局として具体的作業を提起する。
※基本的には、全道・石狩事務職員協議会の基本方針である子どもの教育権保障の観点でとりくみます。また昨年度の反省を踏まえ、予算要望回答を分析し、実効ある予算要望書にするための検討を行います。
（４）実践交流について

領域実践交流シートに加え、幅広く領域実践の交流を行う。また、市事協の委託により研究部と一体的に石教研二次集会及び石事協研究会レポート作成にとりくむ。
（５）その他
①市教委との折衝の在り方について市事協と協議し方向性を定める。
②予算公開実験（第30回連携会議で提案済）をすすめる。
＜別紙３＞　各グループの活動計画について

＜２０１２年度　調査研修グループ活動計画＞提案：調査研修グループ
１，活動方針
（１）子どもの学習権保障の観点で学校予算の現状を調査・分析する。

（２）予算要望委員会へ提出する資料の編集業務のため、各種企画立案を行う。

（３）業務の効率・迅速・正確・簡素化を図るため、学校事務業務の実態調査を行い、改善方法について検討・提案する。

（４）研究課題の解決や研鑽を深めるため、視察研修などを企画・推進する。

２，活動計画
（１）学校予算の調査・分析について（予算要望担当）

①学校徴収金調査、決算予算調査など、学校財政や学校事務労働の実態調査を例年通り実施し、分析、公表するなどして、各学校における実践改善に努める。

②各会員が更に交流が必要と思われる事項などについては、内容精査のうえ、連携事務局に提案を行う。

（２）予算要望について（予算要望担当）

　　①予算要望の具体的計画は、予算要望担当を中心に企画立案し、調査研修グループ会議を経て連携会議で決定する。

　　②昨年、一昨年度実施した「学校財政に関する調査」は、内容を十分検討するなどして、今年度も実施の方向ですすめる。

（３）学校事務の改善について（調査研修担当）・・・詳細別紙

　　①実際に事務職員が関わっている業務について、調査、資料化を行う。

　　②昨年度末の反省を受け、備品台帳の作成（市内統一版）を行う。

③各種「事務の手引き」の作成へ向けての検討を図る。

　　④上記作業などについては、協議会、連携事務局と十分に連携を図る事とする。

（４）視察研修などについて（調査研修担当）

　　①他支部交流、出前講座については、会員アンケート実施後、具体的に提案する。

　　②実施後、報告を行い会員への成果還元に努める。
（別紙）
１，備品台帳作成について
①目　　的　　学校管理備品の台帳は、旧石狩市は「アクセス」を用いて行われていました。厚田浜益は合併後もそのシステムが入らず独自に作成したものか、従前の紙台帳を用いていました。今回備品台帳の入ったコンピューターが撤収されたことにより（データはExcelに残っていますが）宙に浮いた状態になっています。
以上のことから、今年１年をかけて全校統一された様式のものを制作したほうが良いのではと考えました。
②メンバー　　調査研修担当　＆　調査研修部長　＆　協議会・連携会議事務局
③方策手順　　問題点として「改めて時間を取ることが難しい」「旅費の目算がつかない」等の理由から、会議等は定例会の前か後に１時間程度時間を取っていただき行うのが負担の少ないやり方と考えます。（活動予定回数１０回前後）
　　　　　　　　１，市内全員に調査を行います。　＜１＞
          　　　　カード式が良いとか、パソコンがよいとか決めてかかりません。今までの経験の中でどのような形のものか使いやすかったかの調査です。それが即採用というわけではなくよりよいもの使いやすいものを作るための材料です。
      　　　　　２，１を基にメンバーで話し合い　＜２～３＞
　　　　　　　　　様式等を決定、注意しないといけないところを交流します。
３，試作品の作成　＜４～６＞
          　　　　制作委員長がたたき台を制作。部内で話し合い。同時期に教育委員会担当にも見せ協力を仰ぐ。
      　　　　　４，試作品の公開　＜７～８＞
          　　　　各会員に一度提示、修正点、こうした方がよりよいというものを募る。
      　　　　　５，微調整　＜９＞
      　　　　　６，完成・配布　＜１０＞
２，各種「事務の手引き」作成について
①目　　的　　自治体が変われば様々な業務も変わります。とかく転入時は業務がわからないので右往左往することも多いです。新しく来た人がわかりやすいように、また、従前からいる人もよりわかりやすくなるように、各種「事務の手引き」の作成に向け、検討をしていきたいと思います。とりあえず今回は「就学援助事務」についてのマニュアルの作成や様式のデータ化を考えてみたいと思います。
②メンバー　　調査研修担当　＆　調査研修部長　＆　協議会・連携会議事務局
③方策手順　　問題点として備品台帳作成と同様「改めて時間を取ることが難しい」「旅費の目算がつかない」等の理由が考えられます。ただし、内容的に決まっていることからあまり集まる必要はないと思います。年に３回ぐらいでできるのではと考えます。
　　　　　　　　１，作成する項目、どのようなものを作るかという共通認識を持ちます。＜１＞
          　　　　自分の苦労した事やこんなことをやっているという交流があったほうが良い　　　　　　
      　　　　　２，マニュアル作成班、例作成班、様式作成班に分ける。＜１＞  ６～７月頃　

３，担当部分の作成　＜各自＞
      ４，持ち寄り交互チェック　＜２＞  １１月頃
      ５，完成・配布　＜３＞ ２月頃
＜２０１０年度　研究グループ活動計画＞提案：研究グループ
当　日　提　案
１．今年度の研究課題

　　　　　　子どもの学習権を保障する創造的学校事務の展開

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～　「学校間連携」のとりくみをとおして　～

　２．活動計画

　　

（１）「領域としての学校事務」を各学校に定着させるためのとりくみ。　

　　　　①二本立て運営計画について、引き続き学習交流し、学校現場への定着を目指す。

　　　　　全体並びに研究部内での交流を行ない、取組み状況を把握しながら定着への困難な点を

探る。

②財政財務活動・教育情報活動について、領域実践交流シートなどを活用し、各学校のとりくみ交流を行う。

　　　　③保護者向け事務便り・児童生徒保護者アンケートについて学習交流を行う。

　

 （２）「領域としての学校事務」の学習のとりくみ

　　　　①他支部交流時等に積極的に参加し還流をはかる。

　　　  （特に、「富良野フォーラム」、全道事務研究大会岩見沢大会へは、積極的に参加する。）

②夏季・冬季研修会の開催を企画し、会員の実践推進の場とするとともに、管内及び道内との交流を図る。

　　　　③全体の場での交流並びに議論の活発化を図る。　

　（３）全道事務研究大会、石教研二次集会、管内研などの発表レポート作成について中心的役割をはたす。

＜別紙４＞「平成２５年度　石狩市教育予算要望書」に向けた具体的作業について

１．２０１１年度の取り組み状況と反省について～第１５回連携会議議案を参照してください

２．２０１２年度のとりくみについて
　　２０１２年度の基本方針と具体的要望内容については、調査研究グループで原案を作成し次回連携会議で決定する。
３．スケジュール
　（１）調査研修グループ会議（原案審議）
○月○○日


　（２）基本方針と具体的作業の確認

６月１４日　第３３回連携会議
　（２）各学校の資料提出


夏休み空けを目途とする
　（３）提出資料の確認


９月２７日　第３６回連携会議







